
 

 
 

 

伊藤 香乃（いとう かの）先生 北海道科学大学工学部情報工学科 

 

 

 

 

 

2. 書いたり口に出して言う勉強 

 →自分が記憶をしたり、考えたりする際、視覚情報と発話による情報が優位であったため。万人にとっての必勝

法よりも、自分だけの必勝法を見つけるのが大事。色々試してみて。 

3. ①家から何分で着くのか（1時間以内が望ましい）②何をどう学べるのか③施設は充実しているか④校舎や

トイレがキレイか⑤大事なところにお金をかけているか（空調、教材など） 

佐藤 拓弥（さとう たくみ）先生 北星学園大学文学部英文学科 

 

 

 

 

 

2. 自分はあまり勉強を頑張らなかった人間なので、参考になることを言えるか分かりませんが、集中が続かない

人は、集中力が切れた段階で場所を変えることをオススメします。自分は受験期、図書館・カフェ・家をじゅんぐ

りしながら勉強してました。 

3. 元々英語が好きで、将来的に使えることになりたいなと思い、今通っている大学に進学することに決めました。 

村田 陽菜（むらた ひな）先生 北海学園大学経済学部経済学科 

 

 

 

 

 

2. コツコツやるのが苦手で、テスト前に一生懸命勉強していました。（※マネしないでください）そのため、いかに

効率よく勉強するかを重視していたので、ノートにまとめる作業はせず、問題をひたすら解くという勉強法を実

践していました。 

3. 小学生の頃から教師になることを目指していたので、教育大か教職課程のとれる大学の２択でした。勉強不

足（努力不足）で教育大には行けなかったのですが、今は北海学園大学に行って良かったと心の底から思って

おります！ 

丸山 あやの（まるやま あやの）先生 北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科 

 

 

 

 

 

2. その日に習ったことは、その日のうちに復習！！→先生が人間は忘れる生き物だからやった方がいい！とおっし

ゃっていたのがきっかけです。定着するし、テスト前に追い込む必要もなくなるのでオススメ。暗記科目は、「声に

出して」その後は「アウトプット」成績のよい友達（中学）の勉強法をまねしてみたら自分にも合っていたので今

もこの勉強法です。人は思い出そうという作業をすることで記憶が定着するので、最初は点数が低くても粘り強

く取り組むのが良いと思います。 

3. 体育教員になりたいと中濱先生に伝えたときに教えてくれたのが今通っている「北翔大学」。そこから自分で

色々調べ始め、教員合格者や講義内容等を見て決めました。 

中村 直哉（なかむら なおや）先生 愛知県立芸術大学音楽学部音楽科器楽専攻管打楽器コー

ス 

 

 

 

 

2. 部活動に力を注いでいたので、授業でなるべく頑張って覚えられることは覚えて、足りない部分は休み時間、

バス通学の移動時間で補って、テスト前は家で頭に詰め込みながら勉強していました。スキマ時間に何もしなか

ったり、スマホばかり見るのがもったいなかったので、最終的にもこの方法に行きついて、あとは寝たり楽器ばか

り拭いていました！♪ 

3. 自分はユーフォニアムという楽器をやっていて、高校入学前にとても上手なユーフォニアム奏者に出会い、そ

の人に憧れて、その人の通っていた愛知県立芸術大学を志望しました。軽い気持ちで志望したのですが、私の

楽器は実質倍率が８倍となっており、入るのには非常に苦労しました… 

関口 生祥（せきぐち みさき）先生 北海学園大学経済学部地域経済学科 

 

 

 

 

 

2. 定期考査のときは、やるときとやらないときの差がハッキリしてました。やるときは仲の良い頭の良い友達につ

きっきりで教えてもらってました！受験は塾にひたすらいました。ひたすら、問題集を絞って繰り返し取り組むこと

が大事です！自分に合った方法を見つけるのが一番です！ 

3. 頑張りましたが、国立に受からず、浪人することも考えましたが、担任の山口貴弘先生と２人で２時間程進路

について話した結果、教員になりたかったので、選択肢としてこの大学になりました。今では非常に満足した大

学生活を送れています！大学、バイト、部活、遊び全てにおいて楽しいので、みなさんも大学生になって素敵な生

活を送ってほしいです！ 

教育実習生に聞いてみた！         

～質問リスト～ 

１．高校在学中のタイムスケジュール  

２．高校時代の勉強法   

３．進学先決定の決め手 

 


